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JKA 機械振興補助事業 報告

この事業はオートレースの補助を受けて実施しました。

弊所は、2022年度および2023年度に公益財団法人JKAの機械振興補助事業を受け以下
の事業を実施いたしましたので、事業の活動と成果についてご報告いたします。

2023年度 第27回ESV国際会議の開催・運営 補助事業の概要
2023年4月3日(月)から4月7日(金)にかけて、ESV国際会議を成功裏に開催・運営しました。当初の目標である

参加登録者700名を大幅に超え、合計1421名の方々（国際会議および展示会参加登録者701名、展示会のみ
の参加登録者688名、プレス関係者32名）が参加してくださいました。さらに、展示出展者数は目標の20者を上回
る33者、論文の採択は目標の200件を超える206件とし、多くの方々の貢献を受けて盛大に実施することができまし
た。本資料では、2023年度JKA補助事業において借用した会場（パシフィコ横浜ノース）の使用状況をご報告いた
します。

2022年度 第27回ESV国際会議開催の整備 補助事業の概要
ESV(Enhanced Safety of Vehicles)国際会議では、自動車や二輪車乗員に加え、交通弱者である自転車

乗員や歩行者への安全技術など、各国の政府代表、研究者、技術者による多面的な議論がなされるため、本事業
の実施により、我が国の先進性を世界に発信し、国際競争力強化、安全・安心な社会へ繋げることが期待されていま
す。本事業では、2023年4月開催予定のESV国際会議に向け、ホームページ制作等の広報、講演・展示・参加募
集及び準備、感染症対策を含む開催マニュアルの整備等、実施内容の整備を行いました。その結果、参加登録者
数は事前登録者のみで695名となり、開催期間中の当日申込を含めると当初目標の700名を超える見込みとなりま
した。加えて、展示出展者数の目標20者に対して33者、論文投稿数200件以上の目標に対して206件の採択と
なりました。
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2022年度 第27回ESV国際会議
開催の整備 補助事業
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（１）講演・展示会関連

図 日本のESV公式Webサイトおよび演題投稿の入り口画面
（トップページにNHTSAのESV公式Webサイト内の演題投稿

画面へのリンクボタンを配置）

図 NHTSAのESV公式Webサイト内
に設けられた演題投稿の画面

〇演題投稿システム作成
左図に日本のESV公式Webサイトに設け

られた演題投稿の入り口画面、右図に
NHTSAのESV公式Webサイト内に設けら
れた演題投稿の画面を示す。日本と
NHTSAのESV公式Webサイトを連動させ
ることで、効率的な演題募集をおこなった。
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（１）講演・展示会関連

〇 出展マニュアル作成
感染症対策を含む出展マニュアルを制作した。

図 企業・団体向け 出展マニュアル抜粋（全33頁）

図 学生ブース向け 出展マニュアル抜粋（全19頁）
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〇 ファイナルプログラムのブックレット作成
講演会のプログラムブックレット全125頁を作成しHPにて公開した。

図 ファイナルプログラム抜粋

（１）講演・展示会関連
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（１）講演・展示会関連

〇出展会場等レイアウト・コマ割の作成
展示会場、ウエルカムレセプション会場、オープニングレセ
プション会場のレイアウトを作成した。

出展会場
ウエルカムレセ
プション会場

オープニングセ
レモニー会場
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（１）講演・展示会関連

〇テクニカルセッション部屋割作成
左図にパシフィコ横浜ノースの会議場の外観及び会議室を示

す。また、右図の通り、同会議場の3階に設けたテクニカルセッ
ション会場の部屋割りを作成した。

図 パシフィコ横浜ノースの会
議場の外観および会議室

図 会議場3階に設けたテクニカルセッション会場の部屋割り
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〇 各会場のサイン

（１）講演・展示会関連
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〇 受付のサイン

（１）講演・展示会関連
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〇 受付脇のフロアマップ

（１）講演・展示会関連
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〇 開会式会場およびテクニカルセッション会場のステージ吊り看板

（１）講演・展示会関連
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〇 会場屋外に設置する誘導サイン
（景観条例によりスポンサー等の表示が禁止されているためJKA補助事業の表示なし）

（１）講演・展示会関連
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〇 展示会バッジ

（１）講演・展示会関連
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ピンバッジ ボールペン

〇 参加者用ノベルティ

（１）講演・展示会関連



16

（２）イベント（講演・出展以外）

〇オープニングセレモニー台本作成
オープニングセレモニーの次第を含む全10頁の台本を作成した。
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（２）イベント（講演・出展以外）

〇ウエルカムレセプション等の演出作成
オープニングセレモニー、展示会場オープニングセレモニー、ウエルカムレセプ
ション、ガラ・ディナー等の演出を作成した。

オープニングセレモニー

展示会場オープニングセレモニー

ウエルカムレセプション

ガラ・ディナー（横浜ベイホテル東急）
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（２）イベント（講演・出展以外）

〇 テクニカルツアー訪問先・詳細
トヨタ自動車株式会社、日産自動車株式会社、株式会社デンソーへのテクニカルツ
アーを企画し詳細情報を日本公式Webページで公開した。
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（２）イベント（講演・出展以外）

〇 先進安全技術の体験
トヨタ自動車株式会社の協力により、先進安全技術の体験として、高齢者が関連する
事故の抑制に繋がるペダル踏み間違い時加速抑制装置を計画した。
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（３）広報

〇 Webサイト作成・公開
開催地情報に加え、参加
登録、支払い、宿泊予約
等の手続き全般が可能な
Webサイトを作成し、公
開した。
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（３）広報

〇イベント情報アプリの作成
会議やイベントに係る最新情報をスマートホン経由で、ペーパーレス＆タイムリーに配信できるアプリを制作した。

Menu Function Details

My Schedule
The sessions you want to attend can be selected and shared 
on a calendar.

Presentation Memo Notes on the presentation can be included.
Exhibitors Memo Notes on the exhibition can be included.
Exhibitors Bookmarks Bookmark certain exhibitors of interest.
From the Organizer Updates and messages from the organizers.

Outline

About, Practical Information Catering, Wardrobe, First Aid, 
Hotel), Access & Registration, Contact
Information, Venue, Transportation, Social Program, Field 
Trips, Information for speakers

What’s On Now Displaying the program taking place at the moment
Program Browse the program broken down by type, category and date

Timetable
Time table will be available for viewing. Jump to the abstracts 
and full papers page from the
timetable.

Program
There is no speakers list, but speakers can be looked up in the 
search bar.

Exhibitors Search for exhibitors and their categories.

Outline
Transportation guidance and a map to the venue and 
exhibition hall.

Search for Presentations
Sessions can be looked up by the following: presentation ID, 
presentation title, speaker/chair's name/affiliation, 
presentation date, category, type of program

Search for Exhibitors Search function to find certain exhibitors.
Outline Link to the homepage.
Program Abstracts for each session can be viewed here.

Program
Link to the ESV website, in which the program can be 
downloaded.

Program Details of each session can be viewed here.

COVID 19 Prevention 
Measures

Link to the ESV website, in which the information on infection 
control measures at the venue can be viewed.
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（３）広報

〇ESV国際会議のポスター作製（日英）
事前申し込みに加え当日参加の来場者増により、広く自動車の安全に
ついて知って頂く機会を増やすため、A2サイズのポスターを作成した。
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（３）広報

〇参加者配布用パンフレットの作成
会議および展示会の両方への参加者用に、全体スケジュール、展示マッ
プなどを記載したA3サイズ1枚のパンフレットを製作した。

パンフレット表面 パンフレット裏面
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（３）広報

〇参加者配布用（展示会）パンフレットの作成
展示会参加者用に、展示マップなどを記載したA4サイズ1枚のパンフレットを製作した。

パンフレット表面 パンフレット裏面
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（４）事務局運営

〇事前参加登録システム作成
事前参加登録システムを作成し、
2022年11月14日より募集を行った。
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（４）事務局運営

〇決済システム作成
事前参加登録システムにクレジット
カード決済のシステムを紐づけ2022
年11月14日より運用を開始した。
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（４）事務局運営

〇宿泊予約サイト作成
オフィシャルホテル（横浜ベイホ
テル東急、横浜東急REIホテル、
ザ・スクエアホテル横浜みなとみら
い、横浜桜木町ワシントンホテル、
横浜平和プラザホテル）の予約
サイトを作成し2022年11月14
日より運用を開始した。
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（４）事務局運営

〇感染症対策を含む運営マニュアルの制作
図に示す通り、感染症対策を含む全111ページの運営側のマニュアルを制作した。
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2023年度 第27回ESV国際会議
の開催・運営 補助事業
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会場レイアウト パシフィコ横浜ノース1F

パシフィコ横浜ノースの1Fを3つのエリアに区分し、展示会場、ウエルカムレセ
プション会場、オープニングセレモニー/プレナリーパネルセッション会場を設けた。

展示会場
ウエルカムレセ
プション会場

オープニングセ
レモニー/プレ
ナリーパネル
セッション会場

図 パシフィコ横浜1Fレイアウト

受
付

パシフィコ横浜ノース
神奈川県横浜市西区みなとみらい１丁目１−２
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テクニカルセッ
ション会場

テクニカルセッション会場/
兼 クロージングセレモニー会場(G301+G302)

パシフィコ横浜ノースの3Fにテクニカルセッション会場3部屋を設け、そのうち一
室をクロージングセレモニー会場と兼ねた。

会場レイアウト パシフィコ横浜ノース3F

パシフィコ横浜ノース
神奈川県横浜市西区みなとみらい１丁目１−２
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受付付近に設置されたイベントバナー
JKA補助事業であることを表示："This work was supported by JKA and its promotion 
funds from AUTORACE."

JKA補助事業を示す補助標識



33

JKA補助事業を示す補助標識

受付付近に設置されたフロアマップ（左）および出展者のブース配置（右）
JKA補助事業であることを表示："This work was supported by JKA and its promotion 
funds from AUTORACE."
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配布物（パンフレット）

〇参加者配布用パンフレット（国際会議＋展示会）
国際会議および展示会の両方への参加者用に、会場受付において、全体スケジュー
ル、展示マップなどを記載したA3サイズ1枚のパンフレットを700部作成し配布した。

パンフレット表面 パンフレット裏面
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〇参加者配布用パンフレット（展示会）
展示会参加者用に、会場受付において、展示マップなどを記載したA4サイズ1枚のパ
ンフレットを1000部作成し配布した。

パンフレット表面 パンフレット裏面

配布物（パンフレット）
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4月3日（月）オープニングセレモニー

歓迎アトラクション：竜馬四重奏

会場装花

開会挨拶：
NHTSA・Cem Hatipoglu副局長

ホスト国挨拶：
国土交通省・豊田副大臣

ホスト国挨拶：
経済産業省・中谷副大臣

NHTSA挨拶：
Ann Carlsonチーフカウンセル

和楽器と洋楽器による歓迎アトラクションの後、米国並びにホスト国である日本の首
脳から開会の挨拶があった。



37

米国政府表彰：安全技術優秀賞

米国政府表彰：特別賞

政府報告（カナダ）：Peter Burns氏 政府報告（ドイツ）：Markus Oeser氏

政府報告（日本）：佐藤 健二氏 政府報告（韓国）：Yeonjoo Lee氏

政府報告（スウェーデン）：Matteo Rizzi氏 政府報告（米国）：Cem Hatipoglu氏

自動車等の安全技術に貢献し
た研究者に対して米国政府から表
彰があった（上図）。また、各国
政府から交通社会についての施策
等の報告があった（右図）。

4月3日（月）米国政府表彰および各国政府報告
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プレナリパネルセッション
テーマ：Aging Society

スペシャルセッション1
テーマ：Vehicle Cybersecurity

スペシャルセッション2
テーマ：Safe System Approach

4月3日（月）プレナリパネルセッションおよびスペシャルセッション

プレナリパネルセッションでは「Aging Society」と題し各国の専門家らによる活発な
議論がなされた。また、スペシャルセッション1では、「Vehicle Cybersecurity」と題し
車載通信等の多岐にわたる自動車のセキュリティを、スペシャルセッション2では、「Safe 
System Approach」と題し交通社会の安全について活発な議論がなされた。

モデレーター: Ibrahima Sow氏
（カナダ運輸省）

スピーカー : 
Anne E. Dickerson氏
（イースト・カロライナ大学）
Pierre-Olivier Milette氏
（欧州自動車工業会 (ACEA))
吉澤隆氏（日産自動車）
野津真生氏（国土交通省） 

モデレーター: Cem Hatipoglu氏
（米国道路交通安全局）

スピーカー : 
新国哲也（交通安全環境研究所）
Andre Smulders（オランダ応用科学研究機構）
Josh Davis（トヨタモーターノースアメリカ）
Norma M. Krayem（Van Scoyoc Associates） 

モデレーター: Tim Johnson
（米国道路交通安全局）

スピーカー :
Hyoung Gu Kim（韓国自動車試験研究所）
Dereece Smither（心理学者）
Cecilia Sunnevång（オートリブ株式会社） 
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先進安全技術の同乗体験会

4月3日（月）～6日（木）同乗体験会

4月3日(月)から4月6日(木)の4日間に渡り、パシフィコ横浜ノースの屋外エリアを利用して、トヨタ自
動車株式会社による先進安全装備の同乗体験会を開催した。なお、先進安全装置は、パーキングサ
ポートブレーキ（静止物）およびプラスサポート（急アクセル時加速抑制機能）の計2つの装備とした。



40

展示ブースの例

4月3日（月）～6日（木）展示会、ウエルカムレセプション

4月3日(月)から4月6日(木)の4日間に渡り、パシフィコ横浜ノース1Fにおいて、メーカ、団体、大学
の合計33者によって安全技術に関する展示会を行った。また、同日夜には参加者らによる活発な情
報交換の場としてウェルカムレセプションを催した。

展示会オープニングセレモニー

ウェルカムレセプション
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4月4日（火）テクニカルセッションおよびランチセッション

パシフィコ横浜ノース3Fの会場3部屋を用いてテクニカルセッションを行った。また、ランチセッションでは、
東京大学大学院生産技術研究所の須田義大教授により「先進安全システムの使用過程の安全性」
をテーマにご講演頂いた。

テクニカルセッションの状況

ランチセッション：須田義大教授4月4日（火）プログラム
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4月5日（水）テクニカルセッション、ランチセッション、学生安全技術デザインコンペティション、

およびガラディナー

パシフィコ横浜ノース3Fの会場3部屋を用いてテクニカルセッションを
行った。ランチセッションでは、ヴァンダービルト大学のSandeep 
Neema氏により「サイバー物理システムの自律性の確保」をテーマにご
講演頂いた。また、NHTSA主催による自動車安全技術デザインに関
する学生コンペ世界大会において、各地域の予選を勝ち抜いた各国か
らの学生らによる展示並びに発表を行った。また、同日夜には参加者ら
の懇親を深め、活発な情報交換を行う場としてガラディナーを催した。

テクニカルセッションの状況 ランチセッション：
Sandeep Neema 氏

4月5日（水）プログラム

学生コンペ発表例：
東京海洋大学

学生コンペ：
各大学の展示ブース

ガラディナーの状況 ガラディナーでの演奏
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4月6日（木）テクニカルセッション、クロージングセレモニー

テクニカルセッションとクロージングセレモニー（学生コンペ表彰式、
ESV2023の振り返り、次回開催国の発表）を行った。学生コンペ
の最終審査の結果発表が行われ、日本の東京海洋大学チームが
優勝した。過去に日本の大学が優勝したことはなく、初めての優勝と
なった。準優勝は米国のオレゴン州立大学チームであった。また、
NHTSAから次回開催国としてカナダが紹介された。

テクニカルセッションの状況

4月5日（水）プログラム

学生コンペ表彰式：
優勝 東京海洋大学(左)、準優勝 オレゴン州立大学(右)

国交省・NHTSA
挨拶

次回開催国（カナダ）
Ibrahima Sow 氏挨拶
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4月6日（木）テクニカルツアー：株式会社デンソー

テクニカルツアーの様子テクニカルツアーの詳細

株式会社デンソーのテクニカルツアーは、羽田イノベーションシティーにあるDENSO Global R&D 
Tokyoで実施した。ツアーでは、施設見学や自動運転の遠隔操作に関するデモンストレーション、羽田イ
ノベーションシティー内を走行している自動運転バスへの試乗体験を実施した。
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4月7日（金）テクニカルツアー：トヨタ自動車株式会社

テクニカルツアーの様子テクニカルツアーの詳細

静岡県に位置する東富士研究所で開催したヨタ自動車株式会社のテクニカルツアーでは、ドライビング
シミュレータや衝突実験場の施設見学を実施した。
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4月7日（金）テクニカルツアー：日産自動車株式会社

テクニカルツアーの様子テクニカルツアーの詳細

栃木県に位置するニッサンインテリジェントファクトリーで開催した日産自動車株式会社のテクニカルツ
アーでは、最新の工場設備の見学を実施した。
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団体名 ：一般財団法人 日本自動車研究所
住所 ：〒305-0822 茨城県つくば市苅間2530

担当 ：第27回ESV国際会議事務局
E-mail ：27thesv_sg@jari.or.jp

事業内容についてのお問い合わせ先
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